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滋賀⼤学データサイエンス学部
創設、教育、未来

滋賀⼤学データサイエンス学部教授
齋藤邦彦

1. 滋賀⼤学データサイエンス学部の創設

2. 滋賀⼤データサイエンスの教育

3. データサイエンス教育の将来

概要
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• 名古屋⼤学⼤学院情報⼯学専攻
• ⼈⼯知能を研究

• 1994年より滋賀⼤学経済学部
• 情報系の教育と研究

• 2015年よりデータサイエンス学部設置に関わる

自己紹介
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滋賀⼤学データサイエンス学部の創設
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滋賀⼤データサイエンス学部

• データサイエンティスト育成を⽬的とする学部
• ⽇本初（2017年4⽉設置）

• ⽇本初のデータサイエンス教育のモデル

• 数理データサイエンス教育6拠点校（2017年）

• 数理・データサイエンス・AI教育の全国展開（2019年）
• 中部地区拠点校（155校）

5/24

新学部をめぐる動き

• 新学部構想

• ⽂科省による国⽴⼤学改⾰プラン（2013）
• 経済学部などの転換、滋賀⼤は遅れる

• データサイエンス系学部の要請
• ⽇本学術会議・ビッグデータ時代に対応する⼈材の育成

の提⾔（2014）
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• データサイエンス、ビッグデータ 2012年〜
• 21世紀で最もセクシーな職業

• AIブーム 2011年〜
• ⽇本では2016年頃より

• ⾃動運転、IoT、フィンテック、ロボットなど

• スマート社会、第4次産業⾰命、DX

2011年ごろから始まったビッグウェーブ

• 学⽣が集まるのか

• データサイエンスブームはいつまで続くのか
• 10年後にはなくなっているのではないか（2014）

• データサイエンス系学部が急増
• 新しい学部、⼤学院が次々に設置される

• 新しいトレンド AI
• 開設年度（2016年）にAI（⼈⼯知能）が注⽬を浴びる

さまざまな不安
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カリキュラムの作成

• ⽇本で初めての学部
• 海外最先端⼤学のカリキュラムを参考
• 情報と統計の科⽬＋調査系
• 実データを⽤いた問題解決を⾏う科⽬ 価値創造科⽬

• ⽂系と理系、統計系と情報系のつりあい

カリキュラムの問題点と改善

• カリキュラムの問題点
• 難しい科⽬がある 特に数学系
• 科⽬数が多すぎる ⼤学院の科⽬にした⽅が良いものも

• 価値創造科⽬の運⽤
• 企業や⾃治体などの実データと課題を分析を⾏う

• カリキュラム改⾰ 2021年
• 全体の科⽬数をへらす ⇒ ⼤学院と学部の乗り⼊れ
• AI関係の科⽬を新設
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データサイエンス学部の教育モデル

カリキュラムツリー

◆初年次から始まる、
実際のデータを用いた
PBL演習

◆文・理の様々な領域
のデータを扱う講義と
演習のセット

12
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学部カリキュラムの特徴
• 統計関連科⽬

• 授業の特徴
• 多くの統計関連の科⽬は、統計⼿法の概要や使い⽅について理

解する授業（⼊⾨科⽬）と、その理論について理解する授業に
分かれている

• 多種多様な分析⼿法に関する授業が⽤意されている

• 授業関連内容
• 統計学の基礎的⼿法
• 多変量解析、時系列解析、機械学習等の

統計⼿法に関する講義と、同⼊⾨科⽬
• ベイズ理論、最適化理論、空間統計、

計算機統計等の⾼度な分析⼿法

13/24データサイエンス教育に関するリテラシーレベルのスキルセット

学部カリキュラムの特徴
• 情報関連科⽬

– 授業の特徴
• プログラミングの多くの授業は、講義と演習をセットで実施
• データベースを扱う授業もあり
• AIやモバイル、データマイニング等の⾼度な授業も実施される

– 授業関連内容
• ソフトウェア設計、アルゴリズム
• プログラミング、データベース
• ネットワーク、セキュリティ、情報理論
• データマイニング、⼈⼯知能、パターン認識

14/24
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PBL 実践価値創造演習
• 演習の形式

• 企業の実データを使い、⾃ら課題を定め、分析し、価値創造するデータサイ
エンスの流れを体験する

• 例 地域スーパーの売り上げ分析
来店頻度分析、買い物パターンの特徴抽出

データ︓ある期間の特定の店舗の売り上げデータ
⼿法︓集計、⾮負値テンソル分解

• 例 お菓⼦の売上促進の提案
• お菓⼦の売り上げのデータから購⼊意欲をあげるために商品分析を⾏い、売

上向上のための施策を提案・検証

地域の産業発展・新産業
の創出に寄与する⼈材の
育成・活⽤に向けた連携
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企業連携によるPBL教育の例
• 実際のデータを⽤いたPBL
• ⽇経新聞2019年7⽉31⽇で紹介

• このようなPBLの教育効果は⾼い

• 学⽣が答えのない課題に挑戦

• 答えがない
→ 標準的な教材は作りにくい

• 企業からの積極的な⼒が不可⽋

16
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価値創造各論演習
• ⼼理分析演習

• 世界価値観調査（WVS）等を⽤いて、グループごとに仮説を設定し
必要なデータを選定して、分析を⾏う

• 社会調査演習
• ⽇本版総合社会調査（JGSS）を⽤いて、個⼈で仮説を設定し、分析

を⾏う

• マーケティング演習
• 公表データ（各⾃動⾞会社の売り上げなど）を⽤いて、パレート図、

PPM、RFM分析を⾏う
• マクロミルQPR-TRACEサービスによる売り上げ分析

17

社会調査演習 例

18⽇本版 General Social Surveys（JGSS）は、⼤阪商業⼤学 JGSS 研究センター（⽂部科学⼤⾂認定⽇本版総合的社会
調査共同研究拠点）が、東京⼤学社会科学研究所の協⼒を受けて実施している研究プロジェクトである。
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データコンペティション
• ⽇本統計学会スポーツ統計分科会

• ⼊賞多数（毎年）

• マクロミル、NECなどのコンペ
• ⼊賞

• ⽇経DataSocietyFes2020 学⽣Lightning Talk⼤会
• 準優勝

• Kaggle Signate Probspace Nihsikaなど
• SIGNATE GRANDMASTER、⼊賞多数

19

データサイエンス教育の将来
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データサイエンス教育（経済産業省）
• ＩＴ⼈材の不⾜は2030年に79万⼈（1）

• 社会の各層でのAI、DS教育の必要性（2）

• 経済成⻑を牽引するトップ⼈材の育成
• ミドル⼈材のスキル転換
• ＩＴリテラシーの向上や教育現場の底上げ

• ⾃動運転、フィンテックなどの⼈材の必要性、消える職業

⼤学でのデータサイエンス教育
• モデルカリキュラム（⽂科省）(3)

• リテラシーレベルと応⽤基礎レベル

• データサイエンス教育センター形式
• 学部や学科では難しい、コースは学部の相性による
• グローバル教育センターや地域連携センターなど

• ⽂系学部でのデータサイエンス教育
• ⼈⽂社会科学系学部と「⽂系学部」
• データリテラシー教育、数学リテラシー教育
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まとめ
• 滋賀⼤学のデータサイエンス学部

• 当初、時代の要請ではなく⼤学の事情で設⽴
• 時代の潮流に乗って発展、全国のデータサイエンス教育を先導

• 滋賀⼤カリキュラムは理想的、しかし運⽤は難度が⾼い

• AI・データサイエンス教育の必要性
• 個々の事情にあったデータサイエンス教育

参照
（1）通商⽩書2017 第4部 第3章 第2節 第4次産業⾰命下の

⼈材・雇⽤政策、経済産業省、2017年

（2）AI⼈材育成の取組 経済産業省 2018年
https://www.meti.go.jp/shingikai/economy/jinzai_ikusei/pdf/001_03_00.pdf

（3）数理・データサイエンス・AI（応⽤基礎レベル）モデルカ
リキュラム〜AI×データ活⽤の実践〜 2021年2⽉

数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム
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京都女子大学法学部の理念と実践

2020年度第26回FDフォーラム第10分科会

2021年2月28日（日）

南野佳代

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年

京都女子大学法学部の理念と実践

報告内容

１．法学部開設の経緯と設置の趣旨

２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

・カリキュラム2011

・カリキュラム2015

・カリキュラム2018

・カリキュラム2019

３．ポリシーとの関連？

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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１．開設の経緯と設置の趣旨

• 2009年9月9日 法学部設置準備委員会発足

• 2010年4月1日 法学部長予定者着任 （学園100周年）

• 2011年4月1日 法学部開設 日本の女子大学で初、現在も唯一

• 定員１００名、専任教員１６名（ジェンダー比＝１：１）で発足

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年

１．開設の経緯と設置の趣旨

• 設置の趣旨

理念：建学の精神に則り、リーガル・マインドと法的解決能力をもち、実践力をもった人材、女性の視

点を大切にして、人々の福祉に貢献できる人材育成

目標：21世紀型女性市民の育成―女性の生活・人生からの視点をもつ法学教育を行うこと

法化社会において女性が法的リテラシーをもち、法の主体として、法的知識を使いこなせること。

女性がもっとも生命身体の危険にさらされる場所への法的介入・救済の法的整備が進む中、司法・執

行過程にかかわる人に女性の抱える問題を受け止めるジェンダー法的リテラシーをもつ。

法の働き方への理解をもつ人材育成に取り組む法学教育・研究が必要

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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１．開設の経緯と設置の趣旨

• 設置の趣旨

女子大学の法学部の意義：女子大学の特徴を活かして、女性の視点を重視し、法学教育のなか

に女性の倫理観を価値づけるカリキュラムを実施する。

⇒女性の視点から諸社会事象の法的意味を理解する能力を養う。とくに女性の視点を重視する

ことによって、基本的パースペクティブが異なると、社会構造の法的理解が異なってくることを学

ぶ。

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年

２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2011ー女性の視点を法学教育に位置づける科目群「女性のための法律科目」

合計１２単位必修 必修「ジェンダーと法」（２単位）１０単位（５科目）選択必修

＊女性に特有の社会問題の法的解決に関連する科目群

「生命と法」「女性の健康と法」「女性の安全と法」「女性の労働と法」「子どもの人権と法」

＊社会問題であり解決に女性市民の積極的貢献が期待される科目群

「市民活動と法」「企業社会と法」「消費生活と法」「社会福祉と法」「ネット社会と法」「司法福祉と法」

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2015ー学生の要望の反映と女性のエンパワメントの両立を目指す

「女性のための法学科目」10単位必修 必修「ジェンダーと法」2単位、8単位選択必修

＊女性に特有の社会問題の法的解決に関連する科目群の変更

「生命と法」「女性の健康と法」「女性の安全と法」「ジェンダー法実習」

「女性の労働と法」「子どもの人権と法」「平和と女性」

4年生配当科目を3年生配当に変更

「ジェンダー法実習」を追加

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年

２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2015ー学生の要望の反映と女性のエンパワメントの両立を目指す

学生の要望：学科独自のアンケート、教員への直接の要望・相談から浮上

必修・選択必修が多く、多様な科目を自由に選ぶ余地が少ない。

法学専門科目をもっと早くからたくさん学びたい（４年次配当では履修しづらい）

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2015ー学生の要望の反映と女性のエンパワメントの両立を目指す

授業内外での学生の様子や相談から教員が必要と感じたことー自己肯定感の低さへの手当

ジェンダー規範：女の子は自己主張を肯定されない⇒意見を言うことを控える

言っても受け入れられない経験⇒自己肯定感の剥奪

自己主張できることは権利主張の基礎。自己肯定感は自己主張、人権感覚の基礎でもある。

「ジェンダー法実習」：コミュニケーショントレーニング（自他尊重の意見表明技法）

自覚安全術（安全は作れる、自分は思っているよりも強い―自己肯定感）

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年

２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2018ー学生の要望の反映とエンパワメントの方法としての「試験の螺旋階段」

必修・選択必修単位数の削減ー自由度の拡大

学生の特徴を（まじめ。）活かし、単位化することでチャレンジすることを後押しする

「実務法学科目」の新設

実務法学基礎Ⅰ・Ⅱ（１年生前期）・Ⅲ（１年生後期）

実務法学Ⅰ・Ⅱ（２年生前期）

段階的に目標を立て、一つずつクリアして上の段階へ進むように、資格試験への挑戦も促す。

成功体験を積むことで自信をつけ、自己評価を高めることで、難度の高い目標へつなげる。

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2018ー学生の要望の反映とエンパワメントの方法としての「試験の螺旋階段」

学生の相談や意見（学生との意見交換会をFDとして実施）に対応する

もっと早くから専門科目をたくさん学びたい

自由に選択できる余地がもっと欲しい

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年

２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2018ー学生の要望の反映とエンパワメントの方法としての「試験の螺旋階段」

学生の特徴を（まじめ。）活かし、単位化することでチャレンジすることを後押しする

「実務法学科目」の新設

実務法学基礎Ⅰ・Ⅱ（１年生前期）・Ⅲ（１年生後期）

実務法学Ⅰ・Ⅱ（２年生前期）

段階的に目標を立て、一つずつクリアして上の段階へ進むように、資格試験への挑戦も促す。

成功体験を積むことで自信をつけ、自己評価を高めることで、難度の高い目標へつなげる。

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2019（現行）ー学生の要望に応える、学生の変化に対応する、卒業論文指導の強

化、ジェンダー法学科目の体系化（ジェンダー視点を法学教育に位置づける）

HTTPS://WWW.KYOTO-WU.AC.JP/GAKUBU/FACULTY/HOGAKU/CURRICULUM.HTML

専門科目の配置の変更（前倒し）

必修専門科目の分割＝２単位×２科目、必修単位数半減

専門性の高い文献読解を４年生に配置

女性のための法学科目のうち、ジェンダー法学科目を「ジェンダー法」ⅠｰⅥへ体系化・追加

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年

２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2019（現行）ー学生の要望に応える、学生の変化に対応する、卒業論文指導の強化、

ジェンダー法学科目の体系化（ジェンダー視点を法学教育に位置づける）

HTTPS://WWW.KYOTO-WU.AC.JP/GAKUBU/FACULTY/HOGAKU/CURRICULUM.HTML

学生との意見交換会（FDの一環）、教員への相談から

専門科目の配置の変更（前倒し）ー主要な科目すべてを３年次までに配当。多くの３年次配当科目は

２年次に移動。

専門科目の１年次配当により、難易度の調整が必要になったこと、学生の多様化への対応を兼ねて

必修専門科目の分割＝２単位×２科目、必修単位数半減

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2019（現行）ー学生の要望に応える、学生の変化に対応する、卒業論文指導の強

化、ジェンダー法学科目の体系化（ジェンダー視点を法学教育に位置づける）

HTTPS://WWW.KYOTO-WU.AC.JP/GAKUBU/FACULTY/HOGAKU/CURRICULUM.HTML

専門性の高い文献読解を４年生に新設―学生の多様化、深く学びたいという声への対応

「女性のための法学科目」のジェンダー法学科目を「ジェンダー法」ⅠｰⅥへ体系化・追加

ただし、自由化のために選択必修単位数は削減（６単位）

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年

２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

• カリキュラム2011ー2019 一度も変更していないことは演習と卒論

1年次から4年生まで各セメスターに演習を必修科目として配置。クラス分けは導入演習以外は

希望提出と選考による。

卒業論文必修

学生の成長にとって必要不可欠（教員負担は重いが、目に見えて成長するのでやりがいはある）

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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２．カリキュラムのコンセプトと改革の狙い

・課題 ２１世紀市民としての女性を育てるー市民性・主体性をどう育てるか

自己肯定感をどう育てるか（日本の若者の自己肯定感の低さ＝無力感？）

自己主張をすることー人権教育

怒りの感情を否定しないでそれを現状改善へどう向けていくか

権利主張、政治的意見表明の方法へとつなぐ

視点の転換―多様な視点、立場への想像力と共感の機会をつくる（外部講師など）のに加えて

行動力を育てるーゼミと課外活動（学生主体のプロジェクト）の連動、実践重視の教育活動など

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年

３．ポリシーとの関連？

• 参考：カリキュラムポリシー（現行）

学位授与の方針に基づいて、1年次からの共通教育においては、宗教に対する正しい理解と正しい批判力とを養

います。幅広い教養とともに、言語運用能力や情報リテラシーなど、汎用的能力を身につけ、また、キャリアや健

康科学についても学びます。 専門領域においては、法学・政治学の全ての分野についての広い習熟と、各自が

選択し専門とする個別分野における極めて高い達成との両立を目指します。 全学的教育理念であるアクティブ・

ラーニングと少人数教育とを汎領域的教育方法として、体系的に配置された共通領域科目・専門領域科目での学

びを、4年間、段階的に進めることで、学年・セメスターの進行ごとに学びを高め深めていきます。

専門領域の教育課程は、基本六法に行政法を加えた科目を中心とした基幹的法律専門科目と、女子大学の法学

部としての特色を備えた女性のための法学科目を連携・関連させて編成しています。 あわせて、現代法科目、国

際関係法科目、政治学・経済学科目なども提供しています。専門課程における教育においても、「専門分野と職業

とのかかわり」や「豊かな人間形成と人生設計」等の視点から、キャリア教育の実現を目指します。

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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３．ポリシーとの関連？

• 参考：カリキュラムポリシー（現行）

1年次では、初年次演習とともに、法学・政治学に関する基礎的知識を身につけて、憲法、民法などの法律専門科
目の学びを始めていきます。

2年次の発展的講義では、法学・政治学の専門科目の学びを深めます。また、少人数教育の演習形式での学びを
行い、主体的に調査し考える力を養います。この演習では3年次以降に専門とする分野の知識についても学びま
す。

3年次では、各分野の専門的知識を深め、リーガル・マインドを修得するための学びをさらに深めていきます。事例

研究を通して演習を行い、主体的に調査し、批判的・合理的に考える力を養うとともに、課題発見力や課題解決力
を身につけ、対話能力も高めていきます。

4年次では、1つの分野に絞って、一段と専門性の高い知識・技能を身につけるとともに、指導教員の個別指導の
もと4年間の学修を総合して卒業研究を完成させ、生涯にわたって学び続ける能力の確立を目指します。

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年

３．ポリシーとの関連？

• 参考：ディプロマポリシー（現行）

• 法学科 学位授与の方針

• HTTPS://WWW.KYOTO-

WU.AC.JP/DAIGAKU/KYOJO/RINEN/DIPLOMAPOLICY/HOGAKU.HTML

• 参考：アドミッションポリシー（現行）

• HTTPS://WWW.KYOTO-WU.AC.JP/CLUB/NYUSHI/SENKOU/HOGAKUBU.HTML

• ポリシーへの理念と実践の反映はこれからの課題の一つ。（現状、一目瞭然とは言えない）

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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京都女子大学法学部の理念と実践

ご清聴ありがとうございました。

2021年4月京都女子大学法学部開設10周年
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専門職大学について

内容

1 自己紹介
2 専門職大学・専門職短大とは？
3 国際ファッション専門職大学とは？
4 三つのポリシー
5 まとめ
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配布資料について

内容

1 自己紹介
2 専門職大学・専門職短大とは？
3 国際ファッション専門職大学とは？
4 三つのポリシー
5 まとめ
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内容

1 自己紹介
2 専門職大学・専門職短大とは？
3 国際ファッション専門職大学とは？
4 三つのポリシー
5 まとめ
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2 専門職大学・専門職短大とは？
資料1参照

設置の背景と育てようとする人材
資料2 参照
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専門職大学: 大学と専門学校 （資料1より）

目的と教員
(https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/senmon/index.htm より)
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内容

1 自己紹介
2 専門職大学・専門職短大とは？
3 国際ファッション専門職大学とは？
4 三つのポリシー
5 まとめ

3 国際ファッション専門職大学とは？
日本教育財団 グループ校一覧
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国際ファッション専門職大学の概要

背景と目標 (設置の趣旨』より)

30



総合的なファッション産業 (設置の趣旨』より)

内容

1 自己紹介
2 専門職大学・専門職短大とは？
3 国際ファッション専門職大学とは？
4 三つのポリシー
5 まとめ
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3つのポリシー
（資料3参照）

アドミッション・ポリシー
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カリキュラム・ポリシー

カリキュラムの構造 （HPより）
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学年ごとの
目標 （HPより）

ディプロマポリシー
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新しい学生像
近藤誠一 「「国際ファッション専門職大学が目指すもの」

内容

1 自己紹介
2 専門職大学・専門職短大とは？
3 国際ファッション専門職大学とは？
4 三つのポリシー
5 まとめ
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この２年間を振り返って
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